
HPCI-CPD578 と HPCI-CPD578N の違い 
   ＣＰＤシリーズ・モーションコントロール・ボード である８軸位置決めＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７８ボードをベースと

したＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７８Ｎボードの追加変更機能について記します． 

 追加機能であるマスタ追従機能，並行２軸制御機能，スレーブ軸拡張機能が追加されています． 

 

   本葉中ではＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７８ＮをＣＰＤ５７８Ｎと呼びます． 

 

１． 追加変更機能一覧 
追加変更機能 ＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７８ ＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７８Ｎ 

エンコーダ入力周波数 ４Ｍｃｐｓ（４逓倍） ６．５Ｍｃｐｓ（４逓倍） 

エンコーダ入力終端 ジャンパ設定 ＤＩＰスイッチ設定 

リミットセンサ，ＳＶ／ＩＦ入力フィルタ 

（±ELS,DLS,OLS,SVALM,INPOS） 
１０００μｓ ３００μｓ 

マスタ追従機能 ※ ―― あり 

並行２軸制御機能※ ―― あり 

スレーブ軸拡張機能 ※ ―― あり 

オプションポートクリアレジスタ なし あり（＋ａ８Ｈにてリセット） 

ボードＩＤ ジャンパ設定 ロータリーＤＩＰスイッチ設定 

Ｊ３コンパレータ一致出力 
８軸（Ｘ～Ｂ） 

ポート(８ａＨ)にて ON/OFF有り 

４軸（Ｘ～Ｕ） 

ポート(８ａＨ)にて ON/OFF無し 

Ｊ３同期入力出力 ―― あり（Ａ相，Ｂ相 各１） 

Ｊ３定速動作中(または汎用)出力（ＴＴＬ） ―― あり（Ｘ軸，Ｚ軸 各１） 

ＰＣＩ供給電源 ＋５Ｖ ＋５Ｖ，＋３．３Ｖ 

PRMD(動作モードレジスタ)の bit29追加 ―― CPD578N 個別ボード編にて解説 

RENV5(環境設定レジスタ５)の bit11追加 ―― CPD578N 個別ボード編にて解説 

 

 

２． 新規追加機能について 
追加機能 仕  様 

マスタ追従機能 Ｘ軸のエンコーダ入力または同期パルス入力をスレーブ軸（Ｘ～Ｂ）の指令パルスとして出力が可能 
並行２軸制御機能 Ｘ軸をマスタ軸とし，Ｘ軸の指令パルスがそのままＹ（Ｚ，Ｕ軸)から同期出力として出力可能 
スレーブ軸の拡張 Ｚ軸をサブマスタ軸とし，Ｚ軸の指令パルスがそのままＵ（Ｖ，Ｗ，Ａ，Ｂ）軸から同期出力が可能 

 

 


